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21世紀のOR

久保幹雄
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1 , 20XX 年のある日の出来事

20XX 年のある日の朝，いつものように新幹線で会

社に出勤途中の A 氏は， 1 週間前に上司から言われた

複雑な問題に頭を悩ませていた.この問題はどうやら

専門家の知識が要りそうだと判断した A 氏は，早速，

携帯用のモテームっきコンビュータで OR 学会に telnet

して， OR の専門家のデータベースの検索を始めた.こ

ういうときに法人会員になっていると便利だなと心の

中で怯きながら検索結果を待っと，数秒後にこの問題

に対して長年研究をしている B 教授の名前と電子メ

イルのアドレスがターミナル上に表示された.A 氏

は，問題の概要を記した書類を会社のコンビュータか

ら転送し， B 教授に「解決法望む」というメッセージ

を付して電子メイルを出すことにした.

会社につくと A 氏専用の端末に B 教授からの返事

があった.どうやら，悩んでいた問題に対する解答は，

ある専門誌に最近掲載された論文で使われている手法

にちょっと細工をすればよいらしい.A 氏は，彼が聞

いたこともないような専門誌についての情報を得るた

めに再び学会の計算機にアクセスすることにした.再

tY A 氏の心lこ，法人会員になっていると便利だなとい

う言葉がよぎった.数分後には A 氏は，その論文を ftp

(ファイル転送プロトコル)で取り寄せ，翻訳フィルタ

にかけた後で読んで、いた.内容は分かるが， B 教授の

言っていたちょっとした細工については全く見当がつ

かなかった.

その後 A 氏は上司と相談をして，この問題の解決の

ために B教授との共同研究を行なうことにした.B 教

授日く，数カ月で専用のソフトウエアが作成できるそ

うだ.A 氏に残された仕事はデータ収集だけなので，

社内の情報データベースを利用してデータを収集し整

理した後で B教授に送った.A 氏は，こんな問題を自

分だけで解こうとしたら何年かかったか分かったもん
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じゃないと思いながら，本当に OR 学会に入っていて

よかったと心のなかで肱くのであった.

これは夢物語ではない.現実に，筆者の専門である

最適化の研究者の間では，これに近いことがすでに行

なわれている. Public domain のソフトウエアや学会

誌に掲載される前のテクニカルペーパーが，計算機ネ

ットワークを通じて即座に手に入り，専門分野の文献

データベースも telnet で自由に検索できる.また，問

題の提示や解答も同様にネットワーク上で行なわれ，

国際共同研究も国内と同じように行なうことが可能に

なっている.きらに，学会誌(これには残念ながら日

本 OR 学会誌は含まれていない)に掲載されている論

文の一覧，シンポジウムの案内，ソフトウエアの宣伝

などが毎週電子メイルで送られてくる.

また，研究の方法も計算機ネットワークの普及によ

って変わってきている.例として，筆者の専門である

組合せ最適化問題に対する近似アルゴリズムの評価パ

ラダイムについて考えてみる.従来は，共通のテスト

用の問題 (Benchmark 問題)がなかったので，アルゴ

リズムの評価法は自然と理論的なパラダイムに偏って

しまい，最悪値解析，確率的解析に関する論文が数多

く生産されていた.しかし，現実に問題を解いたとき

の結果と，数学的に美しい評価方法とのギャップはあ

まりに大きし結果として理論と現実の黍離が進んで

しまった.最近では，計算機ネットワークを利用し，

ftp や電子メイルで Benchmark 問題が容易に得られ

るようになったため，現実的な評価パラダイムである

実験的解析が，他のパラダイムと同様に重要視される

ようになってきている.

2 , OR の不評の原因と解決案

OR をきちんと理解している人なら誰でも， OR は実

際問題を解くために有用であることを知っている.そ

れでも，巷の意見を聞くと「使えない」というイメー

ジが強い.その理由として，次のことが考えられる.

1. Negative なイメージを持っている人は， I教科

書に載っている OR の古典的手法=ORJ という図式

のもとに，あんなものは実務では役に立たないとい
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う結論を出している.

2.0R の全盛期において，過度の期待から生まれた

幻想、が，そのころ未成熟であった手法の濫用で幻滅

に変わってしまい，そのイメージがいまだに残って

いる.わが国における OR の全盛期には筆者はまだ

生まれていないので，これはあくまで人づてである

が，その頃開発された最新手法を駆使したら見当は

ずれの答えを出してしまい，それ以来仕事がこなく

なったという話を山ほど聞いている.

3. OR の本質を全く理解していない似非 OR ワー

カー(または研究者)が， negative な宣伝活動をし

ている.OR 学会よりも実務的な問題を扱っている

学会誌を見ると， OR の手法もどきを用いて toy

problem を解いているものが多〈見受けられる.こ

れは， OR は実用的な問題を解いていないといった

イメージを実務家に植えつけるのに多大な貢献をし

ている.また，筆者が人工知能学会で“AI vsOR" 

という題目のパネルディスカッションを依頼された

ときも， Iある OR ワーカーに仕事を依頼したら，問

題を定式化しただけだった」とか IOR の解法である

分校限定法を使うと膨大な計算量がかかった」等の

意見があった.

上で述べた OR への不評を払拭するには，実務と理

論の橋渡しを上手に行なう必要がある.

PERT (Program Evaluation and Review Techｭ

nique) または CPM (Critical Path Method) と呼ばれ

る古典的なスケジューリング技法を例にとってみる.

この手法は， OR の基礎コースを受講した人なら，誰で

も簡単に理解できる便利なツールてやある.筆者の講義

では，家を建てるときのスケジューリングを例として

説明をしているが，ある日の講義の後で学生からこん

な質問を受けた. I実際の建築現場では PERT を使っ

ているのですか? J よい質問だ F しかし，私は返答

に詰まってしまった.確かにビルなどの大規模な工事

では使っているらしいが， 日本国内において普通の家

を建てるときに PERT を使っているとはちょっと考

えにくい.もし PERT を使っているのなら，数時間お

きにお茶の時間による休憩を挿入する必要があるだろ

7. 

その場は“お茶"を濁して退散したが，その後気に

なって調べてみると，住宅関連の専門雑誌に IPERT

が最近米国で開発された最先端の手法である」という

記事が掲載されていた.読者の皆様はもちろんご存じ

のように， PERT は第二次大戦中に潜水艦建造のため

1995 年 1 月号

に開発された手法であるが，住宅の世界では，政府の

規制によってか，輸入するのに多少(ほんの半世紀ほ

ど)時間がかかったようである.また，最近機会があ

って， PERT の適用可能性を住宅実務の専門家たちに

話したところ，住宅を構成する部品は何千個もあるの

で，そんな手法は使えないと一笑に賦きれてしまった.

PERT はアポロ計画に使われだが，当時の大型計算機

よりも高性能なパソコンが安価に入手できる現在にお

いて，高々数千や数万のオーダーのジョブのスケジュ

ーリングが困難であるとは考えにくい.まして，家の

建築工程がポラリス型潜水艦やアポロ 11 号よりも複

雑なはずがない.このことを実務家たちに説得するの

に丸-年かかってしまった.実用化には，もう数年か

ら数十年かかるだろう.しかし，こういった草の根活

動も OR普及の重要な要因であると考えられる.

もちろん，住宅建設現場には特有の条件があり，教

科書にのっている PERT をそのまま使えばよいとい

うものでもない.たとえば，住宅の建設に PERT を適

用する際には，雨などによる作業の遅れ(不確実性)

や作業に必要な人員の手配(資源制約)を考慮する必

要がある.さらに，ロジスティクス全体を考えるなら，

部品調達の時期の決定(配送計画問題)も同時に考え

る必要が出てくる.このように，実務から発生した問

題が OR の理論に新たな問題提起をすることもある.

残念なことに，最近では論文をネタにして新しい論

文を作成することが普通になってしまった.論文を書

くためだけに編み出された現実問題もどきが氾濫して

いる現在においては，実務家が自分の要求に合った論

文を検索することは，不可能とは言わないまでも，き

わめて困難であると考えられる.この問題を解決する

ための 1 つの方法として，冒頭のたとえ話のように，

OR 学会が実務家と研究者の架け橋となることが考え

られる.

しかし，現状においては実務家と理論家の聞には大

きなギャップが存在することは否定できない.単に，

「言葉のヒューリスティックス」を濫用し，問題解決

の指針きえ提示できない似非研究者たちがこのギャッ

プを押し広げている.ギャップを埋めるためには，あ

る程度の理論武装を持ち，さらに実際問題を認識でき

るセンスを持った人材を育てることが必要であり，そ

のためには，学会は実務と理論の橋渡しを上手に行な

い，学会の最大の資産である人的資源を有効利用して

いくことが重要であると思われる.
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